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一
昨
々
年
の
初
春
に
は
、
苦
し
い
目
を
見
た
。
信
州
下
伊
那
の
奥
、
新ニヒ
野
の

伊
豆
権
現
の
雪
祭
り
に
、
早
川
さ
ん
と
二
人
で
、
採
訪
旅
行
を
し
た
こ
と
で

あ
つ
た
。
さ
う
し
て
、
一
週
間
と
い
ふ
も
の
完
全
に
、
小
忌
人

ヲ
ミ
ビ
ト

の
様
な
物
忌

み
を
し
て
、
村
の
神
事
役
の
人
と
共
に
一
つ
に
な
つ
て
、
祭
儀
の
観
察
を
さ

せ
て
貰
う
て
ゐ
た
。
其
揚
句
が
、
ち
よ
つ
と
の
行
き
違
ひ
か
ら
、
村
の
大
勢

の
人
た
ち
に
反
感
を
催
さ
れ
て
、
私
の
頭
に
、
消
防
組
の
鳶
口
の
一
撃
位
は
、

来
さ
う
な
け
は
ひ
を
感
じ
た
。
あ
ん
な
残
念
な
事
は
な
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
、

毎
年
新
暦
の
正
月
十
三
日
に
な
る
と
、
今
一
度
、
信
遠
三
の
境
山
に
囲
ま
れ

た
、
あ
の
山
村
の
祭
り
に
、
あ
ひ
た
く
て
な
ら
な
い
気
が
す
る
。
其
中
で
も
、

殊
に
印
象
深
く
残
つ
て
ゐ
る
の
は
、
正
祭
の
前
日
の
面
し
ら
べ
の
行
事
で
あ
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つ
た
。
大
小
二
十
に
余
る
お
面
を
、
棚
に
並
べ
て
お
い
て
、
其
を
上ワ
手デ
と
称

す
る
当
役
そ
の
他
の
人
々
が
、
て
ん
で
に
新
し
く
、
胡
粉
や
、
丹
で
彩
色
す

る
事
で
あ
つ
た
。
村
の
人
は
、
此
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
何
の
説
明
も
せ
な

か
つ
た
け
れ
ど
、
か
う
す
る
事
が
、
年
々
新
し
く
、
お
面
を
作
る
の
と
お
な

じ
効
果
の
あ
る
も
の
、
と
言
ふ
信
仰
を
印
象
し
て
ゐ
る
事
が
考
へ
ら
れ
た
。

だ
が
も
つ
と
、
古
く
或
は
、
日
本
的
と
い
ふ
こ
と
を
超
越
し
て
思
ふ
と
、
死

者
の
ま﹅
す﹅
く﹅
に
、
毎
年
新
し
い
生
命
を
与
へ
る
為
の
技
術
の
な
ご
り
が
、
仄

か
に
残
つ
て
ゐ
る
様
な
気
が
し
て
、
蝋
燭
の
瞬
き
が
、
何
と
も
言
へ
な
い
古

代
の
古
代
を
、
空
想
さ
せ
た
事
で
あ
つ
た
。

彩
色
せ
ぬ
面
も
あ
る
。
其
は
三
つ
の
鬼
の
面
で
あ
る
。
十
年
ほ
ど
前
の
夏
、

私
が
此
村
を
訪
う
て
、
種
紙
屋
と
間
違
へ
ら
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
其
後
、
こ
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の
伊
豆
権
現
が
焼
亡
し
た
相
で
あ
る
。
其
頃
天ア
井マ
に
あ
げ
て
あ
つ
た
お
面
祭

器
類
も
、
持
ち
出
す
事
が
出
来
な
い
で
了
う
た
。
其
後
お
祭
り
の
為
に
、
お

面
を
神
事
役
の
年
よ
り
が
、
皆
よ
り
集
つ
て
彫
刻
し
た
の
で
あ
る
。
鬼
な
ど

は
、
精
巧
過
ぎ
る
程
に
出
来
て
ゐ
る
。
此
が
素
人
の
手
に
な
つ
た
と
は
思
へ

ぬ
程
で
あ
る
。
で
も
、
ど
の
面
と
、
ど
の
面
と
は
、
誰
の
作
と
言
ふ
事
が
訣

つ
て
ゐ
る
。
而
も
、
当
事
者
以
外
に
は
、
わ
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
顔
で
ゐ
る
ら

し
く
、
又
そ
ん
な
事
を
考
へ
る
の
は
わ
る
い
と
思
ふ
為
か
、
大
し
た
年
月
も

経
な
い
の
に
、
今
で
は
問
題
に
も
な
つ
て
居
な
い
。
さ
う
し
て
、
年
役
の
人

々
は
、
皆
そ
れ
／
″
＼
の
お
面
の
形
相
を
評
し
て
、
不
思
議
な
事
に
は
、
ど

れ
も
こ
れ
も
、
皆
昔
の
お
面
に
生
き
う
つ
し
だ
と
言
う
て
ゐ
る
。
中
に
は
、

自
分
自
身
刻
ん
だ
お
面
に
対
し
て
、
さ
う
言
ふ
風
に
言
う
て
ゐ
る
人
も
あ
る
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の
だ
。
さ
う
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
、
祭
り
に
な
つ
て
愈
、
お
面
が
は
た
ら

き
出
す
と
さ
う
感
じ
る
の
か
、
私
に
は
判
断
は
つ
か
ぬ
が
、
と
も
か
く
も
、

気
む
づ
か
し
さ
う
な
、
ひ
そ
〳
〵
声
で
、
神
秘
さ
う
に
話
し
て
聞
か
し
た
。

私
は
、
村
々
の
古
典
生
活
の
調
査
に
当
つ
て
、
過
重
な
感
激
に
囚
は
れ
る
事

を
、
避
け
た
い
態
度
だ
と
思
う
て
ゐ
る
。
其
私
す
ら
も
、
此
時
は
変
な
気
が

し
て
、
早
川
さ
ん
と
、
顔
を
見
あ
は
せ
た
。
其
後
も
度
々
、
二
人
で
此
を
一

つ
話
に
し
た
。

こ
の
村
な
ど
は
、
明
治
初
年
こ
の
辺
一
帯
に
行
は
れ
た
、
奴
隷
解
放
運
動
に

似
た
、
被
官
廃
止
の
騒
動
の
余
波
を
激
し
く
受
け
て
、
旧
来
の
歴
史
を
随
分

に
一
蹴
し
た
事
実
も
あ
る
の
で
あ
る
。
伊
豆
権
現
を
携
へ
て
、
茲
に
居
を
占

め
創
め
た
、
村
の
古
い
開
発
者
の
後
の
、
伊
東
家
を
逐
う
た
記
憶
を
、
あ
れ
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は
、
村
の
為
に
よ
い
事
を
し
た
、
と
感
じ
て
ゐ
る
人
々
も
あ
る
位
の
処
な
の

で
あ
る
が
、
其
で
居
て
、
か
う
言
ふ
気
持
ち
も
、
失
は
ず
に
居
る
の
で
あ
る
。

此
村
の
春
祭
り
に
つ
い
て
は
、
村
の
有
識
仲﹅
藤﹅
さ
ん
の
記
述
を
得
て
、
読
者

の
お
目
に
か
け
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　3

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年4

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
『
古
代
研
究
』
第
一
部
　
民
俗
学
篇
第
二
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1930

（
昭
和5
）
年6

月20

日

初
出
：
「
民
俗
学
　
第
一
巻
第
四
号
」

　
　
　1929

（
昭
和4

）
年10
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
四
年
十
月
「
民
俗
学
」
第
一

巻
第
四
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志
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校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2007
年4

月8

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

10雪まつりの面



雪まつりの面
折口信夫

２０２０年　７月１３日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


